

















 四国を管区とする第 11 師団は日清戦争後の 1898 年 12 月 1 日善通寺に置かれた。各県 1 聯
隊と称されるようにもともとあった丸亀第 12 聯隊、松山第 22 聯隊に加え、徳島第 43 聯隊、
高知第 44 聯隊が新たに編成された。なお徳島県人が多く入営する歩兵第 43 聯隊はこの時
点では聯隊本部を善通寺に置いている。さて日露戦争は 1904 年 2 月 6 日に国交断絶、10 日
に宣戦布告がなされたが、実質上の戦端はそれより先に開かれていた。第 11 師団には 4 月
19 日に動員令が下り、5 月 1 日に動員業務が完了した。5 月 22 日に詫間湾より出航、5 月 28
日に遼東半島の大連近くの塩大澳に上陸した。第 11 師団はこの後 6 月 6 日に編成される第 3
軍の下で旅順要塞攻略戦に参加し、要塞東側正面の堡塁群の攻撃を担当した。8 月 19 日～
24 日の第 1 次旅順総攻撃と 10 月 26 日～30 日の第 2 次総攻撃は失敗するも、11 月 26 日より
始まる第 3 次総攻撃において各要地の奪取に成功し、翌 1905 年 1 月 1 日に旅順は陥落した。
ここに至る過程、小孤山や大孤山という丘陵、東鶏冠山堡塁や一戸堡塁、望台砲台の攻撃























戦地である。第二次大戦後に刊行された『歩兵第四十三聯隊』によれば 11 月 26 日から 12























ついては参謀本部編『明治卅七八年日露戦史』に詳しい(ii)。1904 年 6 月 26 日に主として徳













第 43 聯隊の第 9 中隊の歩兵少尉として剣山の戦いに参加した。彼はその後 1931 年 8 月より














                    第三軍司令官男爵 乃木希典」(iv) 
この 1904 年 6 月 26 日の剣山の占領とその防衛は第 43 聯隊の日露戦争における初陣であっ
た。同高地の攻略に同聯隊が重要な役割を果たしたとして、その功を称え徳島県の剣山に
因んで命名したという。その後第 43 聯隊は旅順要塞手前の小孤山を多くの戦死傷者を出し
つつ占領し、1905 年 5 月 22 日に乃木大将より同聯隊に対して感状が発せられた。 
 この剣山命名の日時についてはよく分からない。同じく 1936 年に出された「三十一年前
剣山攻撃の概要及感想」は、剣山の戦いに参加した伊丹喜和次の談を記者の一宮松二が聞
き取りまとめたものである。“31 年前”とあることから、取材自体は 1935 年に行われたと思
われる。その中に、 
  「六月二十九日 軍司令官より三六八高地を剣山と命名する旨の通知あり。」(v) 




と記される。6 月 28 日か 29 日かは判断できないが、6 月 26 日の同高地占領と 7 月 2 日の
ロシア軍の反撃開始に至る間に命名されたことは間違いないだろう。 

































第 2 節 県人の見た剣山と旅順 
 『徳島日日新報』は開戦後より県人出身兵士の手紙や談話を掲載している。第 11 師団が













うになった。例えば『徳島日日新報』1904 年 7 月 13 日の「戦病死傷者通知に就て」「戦病
死負傷者速報」という記事がそれである。この後に見るように戦闘が苛烈さを増すにつれ
て遺骨引き取り、慰霊といった行事の記事が増加するようになる。 





の新聞に掲載されている。剣山は 6 月 26 日に占領され、7 月 2 日から 4 日にかけてロシア
軍の反攻が却けられた。おそらく 7 月上旬に徳島に伝わった可能性があるが、残念ながら
1904 年 7 月の『徳島日日新報』の残存状況は良くないために確認できない。管見の限り 7







同日の紙面には「偉大の功績」、続く 7 月 27 日には「金鵄勲章（下）」「剣山の夜襲（上）」、
28 日には「同（下）」、30 日には「阿波の勇士」、8 月 2 日「某聯隊初陣の功名」、8 月
12 日「阿波の勇士」とそれぞれタイトルを附した記事が剣山攻略とそれに参加した県人兵
士の体験を記している。7 月 30 日の「本県出身名誉の戦死者」は剣山付近の戦闘にて戦死
した県人兵士について報じている。このように 7 月下旬から 8 月上旬にかけて徳島の人び
とは剣山の戦いについて情報を得るようになったと考えられる。 






 しかし周知の通り 8 月 19 日に始まる第 1 次総攻撃は、多大な犠牲を払って失敗した。そ
れが県内に伝わるのは 8 月下旬のことであろう。この前後、旅順の陥落時期に対して人び
とは大きな関心を寄せていた。8 月 27 日の「旅順陥落期」記事は 23 日の情報を基に、 
「全く防御線を破りて市街を占領するは早くも廿五日なるべく最後の復廓を陥れて旅
順陥落に至るは二十七日ならんと」(xi) 
と予想していた。後生の私たちは 8 月 24 日に第 1 次総攻撃が頓挫したことを知っている。










るのが 8 月下旬の紙面の特徴である。 
 第 1 次総攻撃失敗の報が郷里に届いたのであろう。9 月に入ると楽観的な記事はもはや見
られない。依然として県人兵士の活躍を伝える記事は掲載されるが、その文面からは旅順









知るのは 1905 年 1 月 1 日の旅順陥落後のことであった。ただし 9 月 4 日「傷病者慰問と寄




第 3 節 剣山記念塔の建設と称揚 
 日露戦争の後、第 1 次大戦とシベリア出兵を除いて平穏な時期が続いた。大正から昭和へ
代わる頃、戦争の記憶は薄れつつあった。この中で「郷土の先輩」を称え人びとの意識を
高めるべく、徳島県内の各地では「忠魂碑」の建設が進められた。前節で見た 1904 年 6 月
26 日の剣山の戦いにおける第 43 聯隊の功績を記念するために剣山記念塔の建設が計画さ












































    陸軍大将白川義則誌」 
この銘文は剣山命名の由来を述べ、第 43 聯隊の功績を称揚するものであった。 
 拓本を掲載する『郷土阿波』第 2 巻第 5 号は「剣山記念号」と題して顕彰を行っている。
同誌に所収の黒田周一「剣山塔と剣山会に就て」はその建設の由来に詳しい。氏は日露戦







































連旅順の徳島県人 20 名の所属と氏名 黒田周一を筆頭とする）」(xviii) 




その後、1927 年 6 月 26 日という剣山攻略の 23 周年の日に起工、9 月 25 日に除幕式を行っ
た。その情景は先に紹介した『徳島毎日新聞』の記事に記されている。 
 この運動の旅順・大連側の代表が先の『郷土阿波』に寄稿した黒田周一、剣山会の会長
である。この剣山会は 1931 年 6 月 26 日に規約を制定しているので、この日に結成されたと







現地では占領の日の 6 月 26 日を“阿波記念日”として慰霊の催しを実施するという。徳島に





























おわりに：現在の剣山ならびに関連施設について（2019 年 10 月） 
 戦争に至るまでの時期、徳島県人が東アジアとどのように関わっていたかという記憶は








































あり、毎日 6:40、10:00、14:00 発であるとわかる。運賃は前払いで 5 元、両替はできないの
であらかじめ小銭の用意が必要である。10 分ごとに頻発するのは旅順市行きのバス 2002 路
である。大連から旅順に行くには乗り換える必要がないので後述する軽軌（ライトレール）
よりも便利である。横山寺広場まで所要 1 時間 40 分、帰りは 8:20、12:40、15:40 発、ただし
土日は横山寺の入り口（終点広場から路を下って 30 分）が出発点になるので注意を要する。 






























ている。                    図 東鶏冠山山麓より小孤山                                    







旅順駅からは 7 路、203 路、204 路に乗って「元宝坊」下車である。市内のバスは料金 1 元





















り、多くの人命が失われた。32 路、203 路のバスに乗れば旅順駅へ戻ることができる。 




 二百三高地は旅順駅からならば 210 路、212 路のバスで「三高中」（第三高級中学）を通
るバスが利用可能である。バスを降り春城街をそのまま進行方向へ進み、革新街を右へ曲
がり 10 分ほどで 203 景区の入り口に達する。ここからカートに乗れば片道 10 元、歩けば約
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歩兵第 43 聯隊旧蔵とされる。 
